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ロシア港湾の取扱貨物量の2026年上半期の実績を入手したので、本号では、早速このデータを

図表にまとめてお届けする。 

2026年上半期のロシア港湾の取扱貨物量は、４億5,145万ｔで、前年同期比5.8％増となった。

このうち、ドライカーゴは２億2,432万ｔで9.1％増、液体カーゴは２億2,713万ｔで2.8％増と、いずれも

増加している。取扱貨物量は2024年に軍事侵攻開始後初めて前年を下回り、2025年は前年並み

にとどまっていたところ、増加に転じたことになる。 

ドライカーゴでは、穀物が前年同時期より60.9％増の2,679万ｔ、鉱石が同20.5％増の821万ｔと

なり、石炭・コークスが同9.9％増、コンテナ貨物が3.7％増、などとなった。 

一方、対前年比で減少したドライカーゴの品目は、鉄鋼が対前年同期比9.5％減で1,087万ｔ、非

鉄金属が同9.6％減で137万ｔなどとなった。ロシア国内の、軍事関連分野以外の製造業の不振が

反映された模様だ。また木材は同17.1％減となり、減少に歯止めがかからない状況が続いている。 

2026年上半期のロシア港湾の貨物量  
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